
（６）知っておきたい用語

八尾支援学校
進路説明動画



知っておいてほしいこと

障がい児（１８歳未満）と
障がい者（１８歳以上）では
使える福祉サービスが異なる！



知っておいてほしいこと

高等部卒業後の福祉サービスの
利用手続きは在学中（高３）から！



関係機関の役割
まずは各関係機関の役割を知ってください！



関係機関の
役割

福祉サービスの申請、相談の対応

市役所

療育手帳の更新

大阪府障がい者自立相談
支援センター

サービス利用に向けての相談

相談支援事業所

就業生活における相談

就業・生活支援センター



場所

八尾市本町１－１－１

役割

各種サービスの利用申請
障がい者支援区分認定の申請
各種相談の対応八尾市役所

障がい福祉課



場所

東大阪市荒本北１－１－１

役割

各種サービスの利用申請
障がい者支援区分認定の申請
各種相談の対応東大阪市役所

障害福祉認定給付課



場所

大阪市住吉区大領３丁目２－３６

役割

療育手帳の発行（更新）

福祉サービス利用の相談

　　障がい児の間は子ども家庭センターでし
　　たが、障がい者（１８歳以上）になると
　　こちらが窓口になります。大阪府障がい者

自立相談支援センター
知的障がい者支援課



役割

障がい福祉サービス・障がい児通所支援
の利用についてのサービス等利用計画案
の作成等を行い、申請についての支援等
を行います。（八尾市障がい福祉のしお
り）

計画相談支援事業所



場所

八尾市楽音寺1-85-1

東大阪市菱江5-2-34

八尾市

東大阪市

役割

就業生活における相談
企業訪問
企業との仲介役
連携機関の紹介就業・生活支援センター



高等部卒業に向けて
重要な用語

お子さんが１８歳になるのはあっという間のことです！



高等部卒業に向けて
重要な用語

受給者証

サービス等利用計画

障がい支援区分

医師の意見書

就労アセスメント実
習



用語の意味

福祉サービスを利用するための証明書
市役所に申請
福祉サービスを利用する際は必須

計画相談支援を利用していると、受給
者証申請の手伝いをしてくれます。

受給者証



用語の意味

福祉サービスを利用するための計画書
福祉サービスの利用前には計画を立て
る必要がります。
福祉サービスを利用する際は必須

計画相談支援を利用していると、利用
計画作成の手伝いをしてくれます。

サービス等利用計画



用語の意味

障がい福祉サービスの介護給付サービス
を利用する際に必要なもの。
高等部卒業後に生活介護事業所を利用す
る際は在学中に区分認定が必要。

障がい支援区分とは、障がいの多様な特
性や心身の状態に応じて必要とされる支
援の度合いを表す６段階の区分のこと。
区分は１～６まであり、区分６の方が必
要とされる支援の度合いが高い。

障がい区分認定の申請にあたって、医師
の意見書が必要障がい支援区分



『障がい福祉サービスの利用について』
２０１８年（全国社会福祉協議会）
１２ページ　利用の手続き　より引用



用語の意味

障がい支援区分の申請の際に必要

早めにかかりつけ医を探しておくと、
意見書の申請がスムーズになります。
内科でも小児科でも、障がいについて
の意見を書いていただけたらよい。

医師の意見書



用語の意味

本人の得意・不得意・今後の課題を明確
にするためのもの。

高等部卒業後すぐに就労継続支援Ｂ型
を、利用する際に必要な実習です。
就労移行支援事業所で３〜５日程度の実
習を行います。
アセスメント実習にあたって、市役所に
受給者証の申請が必要です。（高３）

就労アセスメント実習


